


動 物 環 境 管 理 学 
（家畜管理学） 

対象：人間に飼育されている動物 

        および人間と関わりのある動

物 
 

•行動 

•飼育管理システム 

•ストレス 

•動物福祉 

•環境保全 
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ウシの飼育方法 

    舎飼い             放牧 





地球全面積 510億ha 

陸地面積 29％ 海洋面積71％ 



歴史の古い牧畜−遊牧 旧大陸乾燥地域 

 モンゴルから中央アジア ヒツジ・ウマ 

 西アジアからサハラ ヒツジ・ヤギ・ラクダ 

 サハラの南側（サヘル・スーダン地域） ウシ 

 ツンドラ（シベリアとラップランド） トナカイ 

 トランスヒマラヤ・チベット（青蔵）高原 ヤク・ヒツジ・ヤギ・ウマ 

 ペルーからボリビアのアンデス高原 リャマ・アルパカ 

歴史の新しい牧畜−企業的牧畜 新大陸と南アフリカ ヨーロッパ人入植後 

 米国西部とカナダ・メキシコ西部 

 ベネズエラのリャノ 

 ブラジル中央部カンポからアンデス山脈東側のグランチャコ・パンパ・パタゴニア 

 南アフリカ乾燥地域 

 オーストラリア乾燥地域 

 ニュージーランド南北島 

世界の牧畜 

農耕が不可能な乾燥地・寒冷地に立地 







ペリート・モレーノ氷河周域の野生化牛 



 



• 遊牧 

 長期間、長距離を移動する 

  冬営地（本営地）・春秋営地・夏営地 

• 移牧 

 短期間、通常夏の間だけ近距離を移動する 

• 定置放牧 

 同じ場所で周年放牧する 





 

ヤクの雄と雌 

ヤク（Bos grunniens）：寒冷高地に適応した長毛のウシ科の動物  
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夜間繋留パドック Night paddock 

• ヤクの定置放牧： 

 暖季放牧地（5月〜10月）と 

 寒季放牧地（11月〜4月）の 

 ２季輪換放牧 

 家族人数によって面積が割当て
られており、牧柵で囲っている 

 繁殖用雄ヤクを所有 

 ヒツジは移牧 

 

暖季放牧地 

寒季放牧地 



暖季放牧地 8月 寒季放牧地 8月 

寒季放牧地 12月 寒季放牧地 12月 



 

玉樹蔵族自治州玉樹県 



 



夏営地 



 



Fig. Excreted amount of feces 
ーDM and Ash 

糞排泄量ー乾物と灰分（g/体重 kg） 
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糞の採取 
Collecting and weighing  feces 

b 
b 
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玉樹—夏 玉樹ー冬 門源—夏 門源ー冬 
サンプル処理 

Weighing and drying samples 

乾物 
 

灰分 



ヤクの採食行動軌跡 
（2003年12月、BGDL-II+ により記録） 







 

地震で倒壊した小学校 



 

地震による地割れ 



 

救援テントとチベット族のお医者さんロゼバさん一家（2012年3月） 



 

草地が雪に覆われ草を食べることができないヤクたち 



 

政府による救援飼料 



 

餓死したヤクの骨 
2012年8月 



クチグロナキウサギ 
Ochotona curzoniae 
 草地を荒らす害獣として 
 駆除されている 



クチグロナキウサギ生息地 
巣穴数・植生・土壌調査 





家畜の放牧がダシガン国立公園内 

絶滅危惧種カシミールアカシカ (Cervus elaphus hanglu) の 

生息圏植生に及ぼす影響 

バックラワル（Bakkarwal）族： ヤギ・ヒツジの遊牧 

          ジャンムーから200 kmを移動 

グッジャル（Gujjar）族： ウシ・ヒツジの移牧 

          国立公園周辺から夏の期間移動  

• 放牧地と生息地植生調査 

• 衛星観測データ解析 

 

 カシミールアカシカ (Cervus elaphus hanglu) 保護対策 



Dachigam 









ALOS AVNIR-2 （2007/11/02観測，Natural Color処理）
に1970年代調査地図を重ねた図 



テントで宿泊しながら移動 



 

ダシガン国立公園 
Dachigam National Park 

Jammu & Kashimir State, India 

16 - 29, Aug, 2009 



 



ライントランセクト 

コドラート 

プロテクトケージ 

ライントランセクト 





• 植物現存量は、コドラート（家畜に採食された）区が
プロテクトケージ（採食されない）区の植物量の1/3
と少なかった。 

• 植物種数は，ライントランセクト（家畜に採食され
た）区がプロテクトケージ（採食されない）区よりも、

平均で10種少なかった。 

• 裸地と糞が多いほど植物種数の減少が大きかった。 



• 侵入種と考えられるクローバ (Trifolium sp.)および

タンポポ（Taraxacum sp.）は、放牧強度(単位面積

当たり家畜頭数)が高いほど多かった。 

• ハイマツは家畜による被食や踏みつけによる枯死
が観察され，カバ類の実生はまったく観察されな

かった。 

これらのことから，植生の破壊はかなりの程度に

進んでおり，このまま放置すれば，原生植生の復元

は困難となると考えられた。 



冬営地 



 

冬営地（本営地：家と畑がある） 



 



移動経路調査 



 

春秋営地（中継地） 



夏営地調査 2012年9月 



天候が良くなって無事下山できるように 
アッラーの神に捧げられたヒツジ 



• 一族全体ではヤギ２万頭以上・ヒツジ1万頭を管理 

• ファミリー単位で分散して家畜を管理・移動 

• 本営地は自己所有地で家と放牧地と畑がある 

  遊牧期間中は、定住者（グッジャル族）に管理を委託 

  移動経路にまとまった面積の放牧地・春秋営地を 

  確保している（有料・無料） 

• 情報提供者・協力者を配置している 



★冬営地  
 （本営地） 

★春秋営地 

★夏営地 

★冬営地 

ムガールロード 

ダシガン国立公園 

★冬営地 





チベットノロバ Equus Kiang 







 

チャンパ族の春秋営地 



 

ヤク 



 





AVNIR-2による緑地抽出 植生調査地 



タングラングラ峠から見た 
チャンパ族の遊牧地 
2013年度調査予定 



Meconopsis horridula 

Cremanthodium sp. ? 

Meconopsis punicea  ? 

お話させていただく機会を与えてくださいました 

 安仁屋 先生 

 前田 先生 

に感謝申し上げます。 


